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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における日本経済は、雇用情勢が改善傾向にあるなど緩やかな回復基調が続いた一方、

中国をはじめとする新興国等の景気が下振れするなどのリスク要因もあり、先行き不透明な状況が続きました。

このような状況下で当社グループは、平成27年度からの３カ年に亘る新中期経営計画『Evolution All Japan』の

基本方針である安定的利益と持続的成長を目指して鋭意取り組んでおります。

当社関連のコンクリート製品業界においては、ヒューム管、パイル製品共に需要が前年同期を下回る水準で推移

しております。

当第３四半期連結累計期間の製品及び工事等の受注高は231億87百万円（前年同四半期比4.2％減）、製品、工事及

び不動産収入等を含む売上高は246億76百万円（同6.9％減）となりました。

損益につきましては、営業利益は13億25百万円（同18.8％減）、経常利益は前年同期に株式取得で発生した「負の

のれん」10億85百万円を計上した影響で持分法による投資利益が減少したことにより、16億78百万円（同51.0％

減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は13億18百万円（同54.3％減）となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①コンクリート製品事業

受注高は133億86百万円（前年同四半期比9.1％減）、売上高は主力のヒューム管及びパイル製品の売上が増加し

た一方、プレキャスト製品が減少したこと等により、145億86百万円（同12.1％減）、セグメント損失は利益率の

高いプレキャスト製品が減少したこと等により、26百万円となりました。

総売上高構成比は59.1％であります。

②工事事業

受注高は96億51百万円（前年同四半期比3.7％増）、売上高は88億97百万円（同0.8%増）、セグメント利益は利益

率の高い工事が増加したこと等により、９億８百万円（同31.1％増）となりました。

総売上高構成比は36.1％であります。

③不動産開発事業

売上高は賃貸用不動産収入が減少したことにより、７億31百万円（前年同四半期比6.0％減）となりましたが、

セグメント利益は販売費及び一般管理費が減少したこと等により、３億10百万円（同9.4％増）となりました。

総売上高構成比は3.0％であります。

④その他

受注高は１億49百万円（前年同四半期比8.1％減）、売上高は太陽光発電事業が寄与したことにより、４億60百

万円（同45.8％増）、セグメント利益は１億33百万円（同255.9％増）となりました。

総売上高構成比は1.8％であります。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末と比べ27億４百万円減少し、433億３百万円となりまし

た。これは、流動資産において現金及び預金が15億18百万円、受取手形及び売掛金が５億８百万円、商品及び製品

が３億42百万円、それぞれ減少したこと等によるものであります。

また、負債の部は前連結会計年度末と比べ33億79百万円減少し、145億81百万円となりました。これは、流動負債

において支払手形及び買掛金が23億16百万円、未払法人税等が４億41百万円、それぞれ減少したこと等によるもの

であります。

純資産の部は前連結会計年度末と比べ６億75百万円増加し、287億22百万円となりました。これは、利益剰余金が

８億70百万円増加した一方、自己株式の取得３億５百万円の影響があったこと等によるものであります。

　

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年３月期の業績見通しにつきましては、平成27年５月14日付「平成27年３月期 決算短信〔日本基準〕（連

結）」で公表した通期の業績予想に変更はありません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び

「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）

等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額

を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更い

たしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定

による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方

法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更

を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、

四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及び

事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,549,232 6,030,593

受取手形及び売掛金 12,986,787 12,478,578

商品及び製品 2,156,208 1,813,339

原材料及び貯蔵品 617,688 423,300

その他 543,320 329,675

貸倒引当金 △17,523 △15,211

流動資産合計 23,835,714 21,060,274

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,189,979 3,145,311

土地 3,712,154 3,694,355

その他（純額） 2,297,497 2,199,814

有形固定資産合計 9,199,631 9,039,481

無形固定資産 103,366 132,668

投資その他の資産

投資有価証券 12,610,997 12,820,276

その他 586,318 554,106

貸倒引当金 △328,131 △302,987

投資その他の資産合計 12,869,185 13,071,395

固定資産合計 22,172,183 22,243,544

資産合計 46,007,898 43,303,818

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 11,027,434 8,711,212

短期借入金 1,622,812 1,213,400

未払法人税等 441,781 ―

賞与引当金 192,283 ―

その他 1,112,419 1,059,124

流動負債合計 14,396,732 10,983,737

固定負債

役員退職慰労引当金 50,767 36,017

環境対策引当金 22,918 22,918

退職給付に係る負債 2,044,534 2,106,012

その他 1,445,925 1,432,316

固定負債合計 3,564,146 3,597,265

負債合計 17,960,878 14,581,002
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,251,400 5,251,400

資本剰余金 4,739,426 4,739,478

利益剰余金 17,955,480 18,825,948

自己株式 △912,998 △1,218,055

株主資本合計 27,033,308 27,598,770

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 940,031 935,405

為替換算調整勘定 15,434 118,269

退職給付に係る調整累計額 △117,392 △112,904

その他の包括利益累計額合計 838,073 940,769

非支配株主持分 175,637 183,275

純資産合計 28,047,019 28,722,816

負債純資産合計 46,007,898 43,303,818

決算短信 （宝印刷）  2016年02月10日 17時26分 5ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



日本ヒューム株式会社(5262) 平成28年３月期 第３四半期決算短信

― 6 ―

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 26,517,088 24,676,335

売上原価 21,836,301 20,433,503

売上総利益 4,680,786 4,242,832

販売費及び一般管理費 3,047,221 2,916,950

営業利益 1,633,564 1,325,881

営業外収益

受取利息 1,142 687

受取配当金 89,493 79,334

持分法による投資利益 1,501,137 385,186

その他 255,205 129,284

営業外収益合計 1,846,979 594,492

営業外費用

支払利息 26,822 24,762

為替差損 ― 179,821

その他 30,718 37,232

営業外費用合計 57,541 241,816

経常利益 3,423,002 1,678,557

特別利益

国庫補助金 ― 56,179

固定資産売却益 222 ―

受取保険金 128,110 ―

特別利益合計 128,333 56,179

特別損失

固定資産除却損 23,610 2,296

構造改革費用 ― 86,224

ゴルフ会員権売却損 8,539 ―

特別損失合計 32,150 88,520

税金等調整前四半期純利益 3,519,185 1,646,216

法人税、住民税及び事業税 572,616 233,468

法人税等調整額 47,608 86,916

法人税等合計 620,224 320,385

四半期純利益 2,898,960 1,325,831

非支配株主に帰属する四半期純利益 11,713 7,638

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,887,247 1,318,192
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 2,898,960 1,325,831

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △224,852 23,897

為替換算調整勘定 △89,431 102,835

退職給付に係る調整額 13,140 14,285

持分法適用会社に対する持分相当額 18,509 △38,322

その他の包括利益合計 △282,634 102,696

四半期包括利益 2,616,326 1,428,527

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,604,613 1,420,889

非支配株主に係る四半期包括利益 11,713 7,638
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計 調整額

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)２

コンクリー
ト製品事業

工事事業
不動産開発

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 16,600,039 8,823,339 777,970 26,201,349 315,738 26,517,088 ― 26,517,088

セグメント間の内部
売上高又は振替高

8,643 ― 24,655 33,299 101 33,400 △33,400 ―

計 16,608,683 8,823,339 802,625 26,234,649 315,840 26,550,489 △33,400 26,517,088

セグメント利益 618,930 693,309 283,861 1,596,102 37,462 1,633,564 ― 1,633,564

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、環境関連機器販売事業、スポーツ

施設運営事業、レンタル事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

第２四半期連結会計期間に、旭コンクリート工業株式会社の株式を追加取得したことにより、新たに持分法適

用の範囲に含めております。それに伴う持分法投資利益に含まれる負ののれんの処理額1,085,360千円は報告セグ

メントに配分しておりません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計 調整額

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)２

コンクリー
ト製品事業

工事事業
不動産開発

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 14,586,639 8,897,703 731,615 24,215,958 460,377 24,676,335 ― 24,676,335

セグメント間の内部
売上高又は振替高

8,457 ― 31,908 40,366 389 40,755 △40,755 ―

計 14,595,097 8,897,703 763,523 24,256,324 460,766 24,717,091 △40,755 24,676,335

セグメント利益
又は損失（△）

△26,810 908,785 310,592 1,192,566 133,314 1,325,881 ― 1,325,881

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、環境関連機器販売事業、スポーツ

施設運営事業、レンタル事業、太陽光発電事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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